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FT4 =T 1 —FER

WB 1:2000-1:20000,IHC 1:100-1:200

Calculated MW:188 kDa; Observed MW:188 kDa
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A FUHEO CRigEMBEFTTHRITHY., BRATODFEN190KD (T4 AV V1) BLKT165kD (A AV Y 2) OMBHEHRE
REBEICEESLET, CORVAYEB, SFAVVIEG, SHAYY 2 BAFY. BLIUEFOMOFIRGHESR > /3 B L BRI,
J470x0FVINE (EF—7 1) TEEEEIFOTYY CQ (EF—7 1) RAS Y EBRIVBRAEEZOBEEY 2 —LESAT
WET, SAAVVTIBLIPIFAYY 2@FTATRBED N KFEREES. TORICEF—7 1FLEEF-—T IO 12EDE
T a = A - oS THhie 9, COREBRFIZECERKICENT, 2208 Y ERK 50%DEFIERMZ xR
T, AAFUHO—IKICHENT, Thd 2008 Y NRIEIZ&> THERShBEERBEK. MAY ROPRETHT TS, YLd
AT OFEEEE. BRI/ OT ) UEE Y NRIBRA—NR—T7 73 ) —OFRFENGAYN-HBEL D, BRETAY T+—L%
OA—RFBIRNRT AV VT EZ T BEEN) 7Y M RESh TS, [RefSeqigfit, 2008 57 A]
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	応用
	抗原情報
	背景
	巨大タンパク質タイチンは、その関連タンパク質とともに、サルコメアの主要構造であるM帯およびZ板を相互接続しています。タイチン鎖のC末端はM線まで伸びており、見かけの分子量が190 kD（ミオメシン1）および165 kD（ミオメシン2）のM帯構成要素と強固に結合します。このタンパク質、ミオメシン1は、ミオメシン2、タイチン、およびその他の筋原線維タンパク質と同様に、フィブロネクチンIII型（モチーフI）または免疫グロブリンC2（モチーフII）ドメインと強い相同性を持つ構造モジュールを含んでいます。ミオメシン1およびミオメシン2はそれぞれ独自のN末端領域を持ち、その後にモチーフIまたはモチーフIIの12個のモジュールがII-II-I-I-I-I-II-II-II-IIの配列で続きます。この反復配列を含む領域において、2つのタンパク質は50%の配列相同性を示す。タイチン鎖の一端において、これら2つのタンパク質によって形成される頭部構造は、Mバンドの中央まで伸びている。サルコメアの統合構造は、免疫グロブリン様タンパク質スーパーファミリーの筋特異的なメンバーから生じる。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2008年7月]
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	MYOM1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス心臓組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

